
■2020年度 事業報告書 期間：2020年1月1日～12月31日

《今年度事業実績》
・2020/1/13~16 児童養護施設の子どもたちに「角谷社長からのお年玉」寄贈

ご縁のあるご縁のある児童養護施設6園（京都府京都市５園・兵庫県丹波市１園）の

子どもたち263名へ「角谷社長からのお年玉」を手渡しに伺いました。

両親がおらず、おばあちゃんの年金や生活保護を受ける境遇の中で育った角谷社長自身が

「将来の夢や目標を持つことで、頑張ることができた！ 夢を持っていたら、その夢を人に言い続けて

いたら、きっと応援してくれる人が現れるよ！」との子どもたちへの想いを綴ったメッセージとともに

自分の夢や願いが書ける絵馬のようにデザインされたお年玉袋を用意して、1月13日~16日に

かけて、各園にお届けいたしました。

（対象園：迦陵園・京都聖嬰会・平安徳義会養護園・平安養育院・和敬学園・睦の家）

・2020/1月 業務委託事業について
株式会社わかさ生活の社会貢献活動「ブルーベリーリボン」の企画・運営の一部を見直し、

受託契約の締結をいたしました。

・2020/2/22 児童養護施設卒業記念品贈呈（※お祝い会中止）

交流のある児童養護施設6園（京都府京都市５園・兵庫県丹波市１園）より、

本年度に巣立つ児童（20名）を対象に卒業お祝い会をわかさ生活セミナールームにて

実施の予定でしたが、新型コロナウィルス（COVID-19)の感染拡大の影響で、中止の判断と

させていただきました。

尚、卒業記念品につきましては、各園を訪問（一部送付）し、後日贈呈いたしました。

（対象園：迦陵園・京都聖嬰会・平安徳義会養護園・平安養育院・和敬学園・睦の家）

【卒業記念品】

・書籍 「角谷建耀知」

・花鈴のマウンド第1巻~第3巻

・名入りキーケース
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・2020/2/29 児童養護施設交流会 「職業体験！~キッザニア甲子園~」 実施延期

児童養護施設の子どもたちに夢や目標に向かって頑張ってほしいとの想いで企画した交流会

「職業体験！～キッザニア甲子園～」の実施について、新型コロナウィルス(COVID-19)感染拡大の

影響で、実施を延期。

・2020/3/20 『第４回京都ふれeyeブラインドマラソン』 開催延期

障がいの有無にかかわらず、誰もがスポーツを楽しめる社会の実現目指し、障がい者のスポーツを支援。

その一環として、第４回目となる『京都ふれeyeブラインドマラソン』を開催の予定で、特別協賛の

わかさ生活と共に準備を進めておりましたが、新型コロナウィルス(COVID-19)の感染拡大の影響で

参加者および関係者の健康と安全第一を考慮した結果、2020年10月24日に開催を延期。

さらに、10月24日の開催についても、新型コロナウィルスの終息が見込めない状況を鑑み、再延期と

判断いたしました。

※次回開催時期は、社会情勢に合わせて、決定いたします。

・2020/3/28 「児童養護施設交流会 女子プロ野球開幕戦応援」中止

毎年の恒例として招待していた「女子プロ野球開幕戦応援」交流会も、本年度につきましては

新型コロナウィルス(COVID-19)の感染拡大の影響で、無観客での試合のため中止。

・2020/5～6月 新型コロナウィルス感染拡大防止のためのマスク3,200枚と

リモート学習用パソコン18台を寄贈！

角谷建耀知財団より、わかさ生活の全従業員に対して寄付金を募り、交流のある児童養護施設

（京都市内5園・丹波市内1園）に新型コロナウイルス感染防止のためのマスク合計3,200枚を寄贈。

さらに、今後進められるリモート学習に備えての環境を整えるために合計18台のパソコンをわかさ生活の

一縁のeye基金にて、寄贈しました。

各施設には、わかさ生活従業員と共に訪問し、パソコンの設定を行ない、実際に数名の生徒に

リモート体験をしてもらいながら、お届けいたしました。

（※一縁のeye基金とは、わかさ生活の社会貢献の礎となる基金）
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・2020/6～8月 中高生対象に「リモートパソコン講習会」を実施！

日頃より交流のある児童養護施設6園にパソコンのお届けが完了し、そのパソコンを有効に活用して

いただくために、6～8月の隔週土曜日にZoomにて「リモートパソコン講習会」を中高生対象に実施。

Zoomを使用して、Word・Excel・PowerPointの《入門編》のプログラムを年齢や学年に合わせて

各施設ごとの少人数で実施いたしました。

Microsoft office specialist の資格を活かして、わかさ生活の新入社員が講師を務め、お楽しみ

タイムにはビジョントレーニングクイズやワンポイント健康講座で楽しく学びながら、子どもたちの未来の

自立にも繋がる取り組みとして実施いたしました。

※合計6園から、総勢28名（のべ人数71名）の小学5年生～高校3年生が参加

（対象園：迦陵園・京都聖嬰会・平安徳義会養護園・平安養育院・和敬学園・睦の家）

・2020/12/24 児童養護施設の子どもたちにクリスマスプレゼントを贈呈

新型コロナウィルス感染拡大の影響で、例年のような交流の機会を持つことが出来ず、緊急事態宣言で

外出もままならない状況の中で過ごしていた子どもたちに少しでも笑顔になってもらいたいとの想いから、

「子どもたちにクリスマスプレゼントを贈ろう！」と、角谷建耀知財団よりわかさ生活の全従業員から

寄付金を募り、323名一人ひとりにクリスマスプレゼントを寄贈。（一部、一縁のeye基金使用）

（対象園：迦陵園・京都聖嬰会・平安徳義会養護園・平安養育院・和敬学園・睦の家）
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《次年度事業予定》 期間：2021年1月1日～12月31日

・2021/1月 児童養護施設お年玉寄贈

・2021/3月 児童養護施設卒業記念品贈呈

・2021/2月 障がい者自立支援 障がい者アート展（わかさ生活書店）にて開催

・2021/4月 障がい者に向けた自立支援事業（マッチング）実施

・2021/4月 児童養護施設自立支援プロジェクト発足

・2021/7月 児童養護施設自立支援 リモートパソコン講習会実施予定

・2021/8月 児童養護施設自立支援 わかさブルーベリー農園プレオープン企画実施予定

・2021/11月 『第4回京都ふれeyeブラインドマラソン』実施予定

・2021/11月 児童養護施設マラソン応援交流会実施予定
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《今年度役員》

設 立 者 ： 角谷 建耀知

： 株式会社 わかさ生活

相談役（理事）： 栄 芳郎

代 表 理 事 ： 鍬田 茉南未

理 事 ： 荻野 祥世

： 松浪 宏二

： 角谷 元斗煌

監 事 ： 大石 真也

評 議 員 ： 角谷 建耀知

： 玉越 久義

： 山元 晴美


